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1） 目的

OH ） VD3 の 1 α 位 を水酸 化 して 夫 々 25 （OH ） VD3

＞ D3 に 変換する こ とが 知 られて い る
1・2 ）

で 上 げ る こ とを 目的 に 変換培養条 件の 検討 を行 っ た 。

2）方法 およ び結果　Amyc 。 Iata　 a・li
’
t。 trophica の 培養液 中に VD ， （20日　y　g！ml ）を培養

42 − 48hr 後 に 添 加 し 、 さ らに 42 − 72hr 培養を続 ける こ とに よ っ て 変換を行 っ た 。

培地 中に 各種 シ ク ロ デキ ス トリ ン （CD ） を添加 して 変換量 を調 べ た と こ ろ、部 分 メ チ

ル 化 シ ク m デ キ ス トリ ン （PMCD ）を O．2X添加す る こ とに よ り 25 （OH ） ＞ D3

が 120pg1 副 （変換率 60 ％ ）以 上 生成 した 。 培養初発 に PMCD6 』騙 を 添加 し 、

41hr後に γ
一CDO ．2Xを VD3 と共 に 添加す る こ とに よ り 1 α ， 25 （OH ） 1 ＞ D3

30Pg ／mi （変換nj　15
’
％） の 生産が 達成 され た 。 こ れ は シ ク ロ デキ ス トリ ン 無添 加の 場

合の 6 − 10 倍以上 の 生 産量 で あ っ た 。 本 微生物変換法 は化学合 成法 に 代わ る有利な生

産法 と考え られ る 。
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Amycolata　 aut 。trephiea は ビタ ミ ン D3 （VD3 ）の 25位 、 およ び 25 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ． 1 α ，　25 （OH ） 2

　　　　　　　　　　　　　　　 。 本報告で は こ の 変換率を商業化 レ ペ ル ま
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【 目 的 】 光 合
．
成 微 生 物 は、 太 陽 エ ネ ル ギ ーを 駆 動 力 と し て 、 大 気 中 の 炭 酸 ガ ス を 取 り込 み な が ら 活 発

に 増 殖 す る こ と が で き る。 演 者 ら は、 こ の 様 な 性 質 を 有 す る 海 洋 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 多 角 的 利 用 と い

う 観 点 に 立 っ て、　こ れ ら 藻 体 に 舍 ま れ る 生 理 活 性 物 矍 の 検 索 を 行 っ taと こ ろ、 新 た に 単 離 さ れ ta海 産

性 緑 藻 Chlorococcum 　 HS401 の 藻 体 成 分 中 に 高 い 抗 薗 活 性 が 観 察 さ 粍 taの で、　こ の 抗 菌 性 物 質 の 抽 出、

精 製 及 び そ の 諸 性 質 に つ い て 報 告．す る。

匸方 法 】 使 網 株 で あ る Chieroco ¢ cum 　 HS−10篝は、　浜 名 湖 よ り 単 離 き れ た。　こ の 株 は 合 成 培 地 で あ る 改 変

BG ・11培 地 に 植 菌 さ れ、 25り細
2
の 光 照 射 下、 25

°
Cに て 通 気 培 養 （11　 CO2 ）さ れ た。　 藻 体 内 の 抗 菌 性 物 質

は メ タ ノ
ー

ル 中 に て 超 音 波 抽 出 し te後、　DEAE −SePharese 　 Cレ 6B 、 シ リ カ ゲ ル 、　Sephadex 　 LH−20 の カ ラ

ム ク ロ マ ト 髪 用 い 、 逆 相 の HP しC に て 精 製 を 進 め 臨 　こ の 畤、　こ の 物 質 の 活 性 指 標 と し て 、 グ ラ ム 陽 性

菌 iCf
あ る 鼻 a 輔 reUS を 用 い 、 そ の 抗 菌 性 を ベ ーパ ー

デ ィ ス ク 法 で 試 験 し な が ら 精 製 を 行 っ た。　ま 泛、 神

戸 市 環 墳 保 健 研 究 所 よ り 譲 渡 し て 頂 い te、　21 人 の 患 者 よ り 分 離 さ れ 距 メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色 ブ ド ウ 球

菌 （MRSA ） を 用 い て 、　 こ の 物 質 の 抗 菌 活 性 が 調 ぺ ら れ た。

【結 果 】 こ の 株 の 抗 菌 性 物 質 は、黄 亀 ブ ドウ 球 菌．
罫 aureUS や 枯 草 蔚 旦・subtHis 及 び 皇・ce 「e ロSな ど

の グ ラ ム 陽 性 菌 の 増 殖 に 対 し て 強 い 阻 害 活 性 を 示 し、 院 内 感 染 菌 で あ る MRSA に 対 し て も、 随 害 活

性 が 観 察 さ れ た。　ま た、　こ の 物 質 は、 Sli一プ ロ ッ カ ー
で あ る PCMB （p−chloremercuricbenzeic 　 acid ）や

DEP（Dlethvl　 pyrocarbonat の と い っ た 阻 害 剤 に 対 し て、 そ の 活 性 は ほ と ん ど 蜘 制 き れ ず、 そ れ に 対 し

て、 金 属 キ レ
ー

ト 化 剤 で あ る 鴎 TA に は． 顕 著 蹴 鐔 制 が 観 察 さ れ た。　そ の 蝕 の 性 質 と し て は、　こ の 物 質

は、　ア ル コ ール 系 の 溶 媒 に よ く 溶 解 し、　中 性 領 域 か ら 塩 基 性 領 域 に か け て 安 定 で あ っ 叛。 　ま 炬 、 　熱 安

定 性 は 非 常 に 高 く、　leo °C、　1 時 間 の 加 熱 処 理 で さ え、　そ の 活 性 は 保 持 さ れ る 事 が 観 察 さ れ た。 今 後、

大 量 培 養 藻 体 か ら こ の 物 質 を 精 製 し、 そ の 精 製 物 質 に つ い て 拵 造 解 栃 及 び 生 物 学 的 性 状 の 検 討 を 行 う。
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